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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成25年10月31日(2013.10.31)

【公開番号】特開2012-95937(P2012-95937A)
【公開日】平成24年5月24日(2012.5.24)
【年通号数】公開・登録公報2012-020
【出願番号】特願2010-248202(P2010-248202)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ  13/15     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/49     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/496    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４１Ｂ  13/02    　　　Ｔ
   Ａ４１Ｂ  13/02    　　　Ｕ

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月13日(2013.9.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　従来、幼児のトイレトレーニング用の使い捨ておむつとしては、装着者に排尿を知覚さ
せるために、尿を肌に接触させ、湿潤による不快感を強調する工夫を施したものが一般的
であり、その効果をより確実化するために、排尿に接すると瞬時に収縮して幼児の背腰側
又は腹側の肌に弾発的に衝接する別体の排尿知覚用シートを設けた使い捨てトレーニング
パンツ（例えば特許文献１参照）や、ソルビトール等のように尿との接触により尿に温度
変化をもたらす物質を含む排尿知覚用シートを表面シート上に設けたものも提案されてい
る（例えば特許文献２参照）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　より詳細には、バリヤーカフス６０は、内装体２００の前後方向長さに等しい長さを有
する帯状のバリヤーシート６２を幅方向に折り返して二つに折り重ねるとともに、折り返
し部分及びその近傍のシート間に、細長状弾性伸縮部材６３を長手方向に沿って伸長状態
で、幅方向に間隔をあけて複数本固定してなるものである。バリヤーカフス６０のうち幅
方向において折り返し部分と反対側の端部は内装体２００の側縁部の裏面に固定された取
付部分６５とされ、この取付部分６５以外の部分は取付部分６５から突出する突出部分６
６（折り返し部分側の部分）とされている。また、突出部分６６のうち前後方向両端部は
、取付部分６５から内装体２００の側部を通り表面シート３０の側部表面まで延在し且つ
この表面シート３０の側部表面に対してホットメルト接着剤やヒートシールによる前後固
定部６７に固定された付け根側部分と、この付け根側部分の先端から幅方向外側に折り返
され且つ付け根側部分に固定された先端側部分とからなる。突出部分のうち前後方向中間
部は非固定の自由部分（内側自由部分）とされ、この自由部分に前後方向に沿う細長状弾
性部材６３が伸長状態で固定されている。
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